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　プラスチックは軽
かる
くて丈

じょうぶ
夫で衛

えい
生
せい
的
てき
なことから、皆

みんな

が使
つか
っている食

しょくひん
品容

よう
器
き
やビニール袋

ぶくろ
、ペットボトル、

おもちゃ等
など
、色

いろ
々
いろ
なものに使

つか
われ、皆

みんな
の暮

く
らしをとて

も豊
ゆた
かにしてくれています。

　プラスチックがない生
せい
活
かつ
は考
かんが
えられないですよね。ですが、ポイ捨

す
てなどで

きちんと処
しょ
理
り
されなかったプラスチックごみが、海

うみ
に漂
ただよ
い深

しん
刻
こく
な環

かん
境
きょう
問
もん
題
だい
を引

ひ

き起
お
こしているのを知

し
っていますか？これを海

かい
洋
よう
プラスチック問

もん
題
だい
といいます。

海
かい
洋
よう
プラスチックごみは、現

げん
在
ざい
、地

ちきゅう
球の海

うみ
に 1 億

おく
5000 万

まん
トンが浮

う
かんでい

るとされ、いまだに増
ふ
えています。2050 年

ねん
には海

かい
洋
よう
プラスチックごみが世

せ
界
かい

中
じゅう
の海

うみ
の魚
さかな
の量
りょう
を上

うわ
回
まわ
ると言

い
われています。

海
かい
洋
よう
プラスチックごみは、ポイ捨

す
てや、風

かぜ
で飛

と
ばされてしまっ

たプラスチック（プラごみ）が川
かわ
を伝

つた
って、やがて海

うみ
へ流

なが
れ着

つ

いてしまうことが原
げん
因
いん
です。

　これを防
ふせ
ぐためには、外

そと
で出

で
たプラごみやペットボトルは持

も

ち帰
かえ
ること、学

がっ
校
こう
や住

す
んでいる地

ち
域
いき
のルールに従

したが
って、きちん

と分
ぶん
別
べつ
・リサイクルをすることが大

たい
切
せつ
です。

　それでは、調
ちょう
布
ふ
市
し
に住

す
む皆
みんな
が分

ぶん
別
べつ
してくれたプラスチックが、

どのようにリサイクルされているか、順
じゅんばん
番に見

み
てみましょう！

鳥
とり
やカメ、魚

さかな
などの生

い
き物

もの
が海

かい
洋
よう
プ

ラスチックごみを餌
えさ
と間

ま
違
ちが
って食

た
べた

り、ビニール袋
ぶくろ
などに絡

から
まることで傷

きず

つき、死
し
んでしまいます。

海
うみ
に浮

う
かんだプラスチックは、自

し
然
ぜん
界
かい
ではほとんど分

ぶん

解
かい
されず、砕

くだ
けて、とても細

こま
かい破

は
片
へん
「マイクロプラス

チック」になり、海
かいちゅう
中に沈

しず
みます。このマイクロプラス

チックは、健
けん
康
こう
や環
かんきょう
境に悪

わる
い影
えいきょう
響を与

あた
える有

ゆう
害
がい
化
か
学
がく
物
ぶっ
質
しつ

を取
と
り込

こ
みやすく、さらに海

うみ
にい

る生
い
き物

もの
が餌

えさ
と間

ま
違
ちが
って食

た
べ、や

がては私
わたし
たちがその魚

さかな
などを食

た
べ

ることで、さまざまな健
けん
康
こう
問
もん
題
だい
を

引
ひ
き起

お
こしてしまいます。

海海
か いか い

洋洋
よ うよ う

プラスチックプラスチック問問
も んも ん

題題
だ いだ い

プラスチックと私
わたし
たちの生

せい
活
かつ

海
かい
洋
よう
プラスチックと環

かん
境
きょう
問
もん
題
だい

海
かい
洋
よう
プラスチック問

もんだい
題を解

かいけつ
決するために

生
い
き物
もの
への影

えいきょう
響 健

けんこう
康や環

かんきょう
境への影

えいきょう
響

つき、死んでしまいます。

調布市は「２０５０年ゼロカーボンシティ」を
目指しています

裏
うらめん
面へ
➡

ペットボトル プラスチック



調
ちょうふし
布市のプラスチックリサイクル

ごみの集
しゅうせき

積・リサイクルできるものと
できないものの分

ぶん べ つ

別 ( 手
て

作
さ

業
ぎょう

で選
せん

別
べつ

)
や異

い

物
ぶつ

の除
じょ

去
きょ

・リサイクル業
ぎょうしゃ

者に引
ひ

き
渡
わた

すための梱
こん

包
ぽう

などを行
おこな

います。

調
ちょうふし
布市

ふじみ衛
えいせい
生組

くみあい
合

(リサイクルセンター )

工
こう
場
じょう

プラ製
せいひん
品メーカー

▲コークス

▲ペレット

梱
こん

包
ぽう

されたプラスチックは、リ
サイクル ( 資

し

源
げん

化
か

) 業
ぎょうしゃ

者へと搬
はん

送
そう

され、プラスチック原
げん

料
りょう

にな
ります。

リサイクル業
ぎょうしゃ
者

消
しょうひしゃ
費者（市し民みん）

家
か

庭
てい

から出
で

たペットボトルやプラス
チックを収

しゅうしゅうしゃ

集車で回
かいしゅう

収します。

　きちんと分
ぶん

別
べつ

されたプラスチックは、適
てき

切
せつ

にリサイクルされ、海
かい

洋
よう

ごみにもなりま
せん。また、プラスチックの原

げん

料
りょう

（石
せき

油
ゆ

）は限
かぎ

りがある大
たい

切
せつ

な資
し

源
げん

であるこ
とから、まずは、プラスチックごみを出

だ

さない（リデュース）工
く

夫
ふう

をするこ
とがとても大

たい

切
せつ

です。コンビニなどでプラスチックフォークやレジ袋
ぶくろ

を
断
ことわ

る、水
すい

筒
とう

を使
つか

う、シャンプーは詰
つ

め替
か

え品
ひん

を用
もち

いるなど、身
み

の回
まわ

りの
無
む

駄
だ

なプラスチックを減
へ

らすリデュースに取
と

り組
く

んでみましょう！

調
ちょう

布
ふ

市
し

に住
す

む皆
みんな

が出
だ

したペットボトルやプラスチックがどのようにリサイクル
されているか、行

ゆく

方
え

を追
お

ってみましょう！

むだなプラスチックをむだなプラスチックを減減
へへ
らそう！（リデュース）らそう！（リデュース）

プラスチック製
せいひん

品の原
げんりょう

料であるペレットや繊
せん

維
い

な
どの材

ざいりょう

料は、様
さまざま

々なプラスチック製
せいひん

品に生
う

まれ変
か

わります。

プラスチック容
よう

器
き

や包
ほう

装
そう

を分
ぶんべ つ

別・排
はいしゅつ

出する。

ガスにしてガスにして化化
かか

学学
がくが く

原原
げんりょうげんりょう

料料
にしたり、コークスにしたり、コークス
というという鉄鉄

てつてつ

をつくるとをつくると
きのきの還還

かんかん

元元
げんげん

剤剤
ざいざい

としてもとしても
利利
りり

用用
ようよう

します。します。

プラ プラ
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（出典：日本容器包装リサイクル協会）
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